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中央区のプロフィール

シンボルマーク 区の木

区の花

やなぎ

つつじ
（さつきを含む）

（昭和62年3月15日　告示第19号）

このマークは東西南北へCを描き
ながら、調和の取れた未来都市へ
と発展する姿を表しています。中
央区（Chuo City）に集まる人々と、
新しいまちづくりから生まれる生
活空間を造形化したものです。色
彩はコバルトブルーで、果てしなく
広がる宇宙を示しています。四方
に広がるCは、中央区のCであり、
中心（Center）、コミュニケー
ション（Communication）、快適
（Comfort）、ふれあい（Contact）、
文化（Culture）などのCでもあり
ます。（平成3年4月1日　告示第27号）

区の紋章

（昭和62年3月15日　告示第19号）
この紋章は、古くから江戸繁華の
基礎となった日本橋・京橋の欄干
擬宝珠（らんかんぎぼし）を図案化
したものです。橋は昔から文化経
済の発祥といわれ、四通八達を意
味し、中央の小円は日本と東京の
中心を示しています。
　　　　    （昭和23年7月31日議決）


